
 たくさんの人と出会い、違う言語で話し、いろい

ろなことをし、本当に良い経験ができました。 

 今まで見ていた世界とは違う世界を見て、考え方

にいろいろな選択肢ができました。日本はとても狭

いと感じたと同時に、日本は誇れる国だと思いまし

た。 

  
 この留学は全て良い経験になり、忘れられないも

のになりました。大学に入る前は、明星大学の留学

制度が良いということも知りませんでしたし、留学

に行くことも急に決めたので、両親にも大変迷惑を

かけました。でも、改めて、自分にとってこの留学

は今後のやるべきことを教えてくれたきっかけだっ

たと思います。何より、自分は世界のことも全然知

らないということや、他国の人たちの考え方と比べ

ると、自分がどれだけ無知であったか恥ずかしくな

りました。今後の目標は、もっと世界情勢を知るこ

とと、多くのことに疑問を持つことです。 

 

  

 自分の英語力の無さに落ち込むことも多々ありま

したが、授業を通して自然に覚えていくことも楽し

かったです。また、日本のことを全然知らないこと

や、自分の意見を持っていないということが恥ずか

しかったです。他国の人は世界のことや、日本のこ

ともよく知っていて、自分の意見もきちんと持って

います。これからはもっと世界のことが知りたいと

思いました。 

 最後のｾｯｼｮﾝに 1 度、ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞの授業を休んだ次

の日に、先生から「自分で取りたくて、この授業を

取ったんだろ！それとも最後だからどうでもいいの

か!」と言われたとき、先生の真剣な気持ちが伝わ

ってきて、課題に毎日 5、6時間かかるような厳し

い授業でしたが、ｸﾗｽﾒｲﾄみんなで頑張りとおすこと

ができ、やればやるほど達成感を得ることができま

した。 

 留学は辛い時も 1 人で乗り越えなければならず、

まず何かを得るにも自分が動かないといけないこと

にも気付かされました。もちろん親の有難さも身に

しみましたし、感謝することが増えました。また、

考え方も変わりました。今までどれほど勉強してい

なかったか、どんなに周りに甘えていたのだろうと

思い、自分を見つめ直すこともできました。 

 やりたいことが増え、もっと英語が好きになり、

そして自分が好きになりました。こんな素敵な経験

ができて幸せです。一生忘れられない思い出と、一

生友達でいたいと思える人たちと出会えました。 

今は全てのことに感謝しています。 
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 この留学は今までに習ったことや勉強した英語

は、実際に英語を使ってｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを取ることとは

全く違うと感じ、また、楽しさを覚えました。 

そして、人とのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝに関して、どう人と接す

るべきなのかを考えることもあり、自分自身の 

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの取り方を見直すようになりました。 

また、ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動では、将来の職業を考える機会

を得ることができ、自分の好きなことを発見でき

るなど、貴重な体験ができました。 

 

 

 留学に行く前は、英語力を身に付けることを第

1 にしていたのですが、実際に行ってみると、 

ｱﾒﾘｶ文化に直接触れることができたり、海外の友

達ができたり、日本では見ることの出来ない場所

に行けたり、英語以上に大切な経験をすることが

できました。僕にとっての留学は「英語を身に付

ける」ことではなく「日本ではできない新しい経

験をする」ことでした。 

 

 

 一瞬の夢みたいだったけれど、凄く大きな影響

を受けました。この留学で学んだことを最大限に

今後の人生に活かしたいと思います。 

 

 

 留学に行く前は、ﾄﾞｷﾄﾞｷ、ﾜｸﾜｸして、いろいろ

な期待をしてｱﾒﾘｶに行きましたが、実際に行って

みて、自分の実力の無さに絶望し、打ち砕かれた

留学になりました。もちろんたくさんの良い思い

出もありますが、とても辛かったです。でも、英

語力がなくても試行錯誤しながらｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを取る

ことができました。 

帰国後に実施した留学報告会、および帰国後に記入してもらったｱﾝｹｰﾄよりｺﾒﾝﾄを抜粋して掲載しています。 
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 この留学で、私は自立ができたと思います。 

日本では家族や友達が助けてくれて、なんとか生

活できていたけれど、ｱﾒﾘｶの寮暮らしはそうでは

ありませんでた。ﾌﾟﾗｲﾊﾞｼｰも全くなく正直とても

大変でした。でも、私に将来の夢を与えてくれた

のもこの留学でした。 

 留学前、言葉の不安はありましたが、多少お互

いの言葉が通じなくても、心が通じ合えるという

ことを自分自身で確かめることができたのはとて

も貴重な体験でした。 

 

 留学に行く前まで「英語だけ勉強するなんて飽き

てしまわないかな」と思っていましたが、実際 

行ってみるとｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力であったり、勉強方法

やその他将来に関わっていくたくさんのことを学

べた気がします。友達から吸収できることもたく

さんありました。 

 留学前の目標は漠然としていましたが、帰国

後、将来の方向性に関してなど多くの目標や、 

やりたいことができました。今回の留学に行けた

ことは、自分を別人に変えるくらいのものになり

ました。 

 

  寮について、共同のｷｯﾁﾝやﾗｳﾝｼﾞが汚く、掃除を

しない人がいて不愉快だったことと、慣れるまで

はﾙｰﾑﾒｲﾄに気をつかってｽﾄﾚｽが溜まったけれど、

いつでも友達に会えて、同じ寮に住んでいる友達

とは家族のように仲良くなることができました。 

 この留学は自分を成長させてくれた大きなもの

でした。留学に行くということは、想像以上に大

変なことばかりでした。留学に行く前と比べて、

心が広くなったような気がします。小さいことで 

ｲﾗｲﾗしなくなりました。 

 留学はお金もたくさんかかったので、お金を出

してくれた両親には感謝してもしきれません。 

でも、それだけの価値があったと心から思ってい

ます。 

 

  

 留学がどのようなものかを一言で言うには凄く

難しいのですが、今まで生きてきた中で 1番の経

験でした。もちろん、英語が話せるようになりた

い！外国人の友達がほしい！異国の地で自分を試

してみたい！様々な理由があって留学をしてきま

したが、今、自分の留学を振り返ってみると、本

当に色々なこと、自分が想像していた以上のこと

を学んで帰国することができたように思います。 

 自分から動いていくことの大切さ、1 人で努力

することの重要さ、自国を知らないということの

恥ずかしさ、相手に合わせてばかりではなく自分

の主張も言えなければならない強さ、他にも色々

気付かされたことがたくさんありました。 

もちろん、この 9ヶ月間はこれからの人生の通過

点にすぎませんが、この経験を通して見つけた新

たな目標や、大きな自信、そして世界の人たちと

のつながりを大切にして、夢に向かって頑張らな

ければと改めてやる気になりました。 

 ｶﾅﾀﾞで出会った大切な人たちに絶対また会いに

行きます！私の留学生活は、笑顔と、暖かい思い

出と、少しの涙でいっぱいです！ 

 

 最初は英語のｽｷﾙだけを目標としていましたが、

色々な人と触れ合うことで、価値観や世界観が 

ｶﾞﾗｯと変わりました。 

 世の中にはこんな人もいるんだ！こんなことって

ｱﾘ？ということがたくさんありましたが、 

終わってみるととても良い経験だったと思います。 

 

 

 環境が変わったことで、今までｸﾞﾁｬｸﾞﾁｬだった 

生活ﾘｽﾞﾑも整い、健康状態、いろいろなものの見方

や考え方も変わりました。人とｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを取ると

いうことは、いろいろなことに関連してくると思い

ます。話すためには、考えなくてはなりませんし、

意見をするには責任を持って発言する必要がありま

す。人数が多ければそれだけ違う答えに出会うこと

ができることも面白いと思いました。 

 また、留学前に自分がやっていた“少しだけ” 

得意だったことも、現地で披露する機会があり、 

それを褒めてもらったことで新しい自信も生まれて

きました。この留学は私にとって人生最大のことか

もしれないし、新しいｽﾀｰﾄであると思います。 

 

 

 私にとって留学とは、いろいろなことを自分なり

に考えさせてくれるものでした。日本にいる時の様

に時間に追われる毎日ではなく、英語の勉強が空い

た時間にいろいろなことを考え、少し自分自身が分

かったりもしました。そして、いろいろな文化を知

ることができました。   

 自分の好きなことや物もたくさん増えました。 

新しいことを知る楽しみが多く、日本に帰ってきて

からも、自分にとって全く新しいことにもﾁｬﾚﾝｼﾞし

たいと思うようになりました。本当にこの留学は私

にとって大切な時間でした。 

 これからの目標は、もっといろいろな人と話して、

そこから新しい考え方を取り入れること、新しい 

ことをやって、いろいろな物の見方を知ることです。
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 他の国の人とｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを取ることがとても楽し

かったので、英語を勉強しようと思うようになりま

した。かなり文化の違いがあり、すごく戸惑うこと

もありましたが、それが楽しく、興味がわき、どん

どん文化の違いを調べるようになりました。自分自

身が変わったのかどうか分かりませんが、いろいろ

な国のｲﾒｰｼﾞが変わりました。また、ｵｰｽﾄﾗﾘｱの人は 

とてもﾌﾚﾝﾄﾞﾘｰなので、自分もﾌﾚﾝﾄﾞﾘｰになれた気が

しました。 

 

 

 ﾎｰﾑｽﾃｲに関して、一言で言うと、温かく、心休ま

るﾎｽﾄﾌｧﾐﾘｰ、家でした。家族の一員として受入れて

もらっても、実際は何も知らない他人です。些細な

ことでも、自分のｽﾄｰﾘｰを乗せて話すと、彼らもそ

れに応えて昔話をしてくれます。その様な会話から

理解し合うことが重要だと感じました。 

 大学での一番の魅力は、そこにいる人たち（先生

や生徒）です。留学生同士で話せば留学を決めるま

での経緯を話すこともありますから、それはとても

興味深いことでした。特に、社会人の方はいろいろ

なことを知っているので、是非一度は話すべきだと

思います。 

 さまざまな人種、人格の違いを見つけた場所で 

あり、また同じ人間らしさを見つけた場所でもあり 

ます。授業の課題を通して、いろいろな問題に触れ、

状況を知り、原因を知り、解決策を討論して興味を 

持って学ぶことができました。 

 この留学は、良いモノ悪いモノ全てを含め大切な

経験であり、また国際的な感覚を育ててくれた貴重

な時間でした。 

 

 

 留学は自分にとって、大きく言えば「人生の転

機」でした。私は 1人暮らしをしたこともないし、

他人と暮らしたこともなくて。当たり前なことです

が、留学にきて自分のことは自分でするようにな

り、精神的に自立したと思います。また、日本では

できない経験がいっぱいできたと思います。上手く

言えないけど、留学に行ったことによって、いろい

ろな人や文化に出会えたし、学ぶこともたくさんあ

りました。将来の目標もでき、今では本当に行けて

良かったと思います。 

 

 私にとって留学とは、人生の大きな糧になったと

思います。ﾎｰﾑｼｯｸになり、家族や友達の大切さを知

ることができたり、英語を学ぶだけではなく、世界

中の友達とｺﾐｭﾐｹｰｼｮﾝをとって、共感したり、 

さまざまな面に気付いて学ぶことができました。 

 今改めて思うことは、迷ったけれど留学というも

のに挑戦できて良かったと思います。この大きな糧

を生かせるようにこれからも頑張りたいです。 

 

 この留学で、英語学習だけでなく、世界の人々

の考え方というものも学ぶことができました。 

とても貴重な時間だったと思います。 

 また、日本に帰ってきて思ったことは、日本語

は難しいということです。 

 

 

 Studying abroad was just not only for 

improving my English but also learning other 

cultures and has many chances to get to know 

the people. I could meet many friends and 

Kiwi which means New Zealander. I could learn 

many things talking with them. 

 

  

 自分の視野が広がり、世界観がガラッと変わる

きっかけになりました。友達を通じて、いろいろ

な国のことを知ることができたと思います。 

 

  

 ﾎｰﾑｽﾃｲ先では、ほとんど全てのことを自分でや

らなければならなかったので、大変でしたが、 

その分、成長できたと思います。 

 留学する前は、全く知らない場所に行くので、

すごく不安でしたが、行ってみると、他の国の 

友達がたくさんでき、いろいろな人の価値観を 

知ることができて自分のためになりました。 

また、自分の将来についても考えることができま

した。 

 日本にいたらできなかったこと、学べなかった

ことがたくさんあると思いました。  

 

 

 この留学は、世界観が変わるものでした。いろ

いろな国の人と出会うことができ、さまざまな文

化を学びました。友達も増え、いろいろな国に行

ってみたいと思うようになりました。 

 留学とは、英語力を伸ばすだけでなく、 

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ、文化などを学べるいいﾁｬﾝｽです。 

 

  

 この留学は、自分の力を試すことができたこと

と、自分の力を伸ばすことができるものでした。 

また、とても大切な経験をすることができました。 

 

 

 留学してみて、外国の人たちとの文化の違い

や、いろいろなことに挑戦してみたいという気持

ちが芽生え、また、20歳になったこともあり、 

この留学は大人への大きな通り道だったと 

思います。 

 留学期間は今までで 1 番さまざまなことに 

挑戦し、いろいろな経験をしたと思います。 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 憧れの留学だっただけに、帰国後その価値の大き

さを実感しました。この留学で得たものは多かった

と思います。元々あまり得意ではなかった英語も、

習った単語もすぐ実践でき、ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝが取れると 

とても楽しくなりました。初めは自分の英語力の 

なさに悔しい思いもしましたが、「継続は力なり」

を身をもって実感し、英語が好きになりました。 

 

 

 寮での初めての自炊、1 人暮らし、それも初めて

の海外と全てが挑戦でした。初めは自身の英語力の

無さに失望したり、なかなか意思が伝わらずｽﾄﾚｽで

体調を崩したりもしましたが、慣れるにつれ楽しく

なりました。また、他国の留学生からもたくさんの

発見がありました。挑戦ばかりでしたが、その中で

積極性が上がり、何より精神的にﾀﾌになりました。 

 

 

 この留学については、言葉にできない！表現しき

れません。これからの目標は親孝行です。 

 

 

 留学は、語学力向上もありますが、それ以外に他

の国の文化や言葉に触れたりもできるし、人間とし

て成長する機会に出会えるものだと思います。楽し

いことだけでなく、辛いこともありますが、それを

乗り越えたら、また一歩進めるものでした。 

 

 

 昔から中国には旅行などで訪れたことはあったけ

ど、実際に暮らしてみると、すごく大変でした。最

初の 1週間は何もできず、物を買うことですら苦労

しました。でも慣れてくれば何とかなるし、外国人

の友達ができると、その人たちの国のことも知るこ

とができ、とても良い経験をしたと思います。 

 また、中国の知らないところもたくさん知ること

ができ、とても意味のある留学になりました。 
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 編集後記：帰国学生のほとんどが、留学は語学力より、ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ力が大切だということを実感しているようです。 

      また、留学先で自分の思い通りにならない状況の中、自力で乗り越えることができた学生は、日本で 

            どれだけ周りの人たちに助けられ、支えられて生活していたかを知り、感謝の気持ちを口にして 

      います。そして、2011 年度前年・通年の留学学生が出発しました。次号では、渡航後の様子をお伝え            

    いたします。（国際教育センター スタッフ一同）      

              

  

 

 今回も留学前の意気込みが感じられる 

目標シートとなりました！ 


